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　　４面	 INFORMATION

　日本スポーツマスターズ 2022 岩手大会が、９月 22日㈭から 25日㈰にかけて岩手・盛　日本スポーツマスターズ 2022 岩手大会が、９月 22日㈭から 25日㈰にかけて岩手・盛
岡スターレーン（公競№ 103－ 017）で開催されました。３年ぶりの開催となった今大会に、岡スターレーン（公競№ 103－ 017）で開催されました。３年ぶりの開催となった今大会に、
全国から選手 180名が集結。マスターズ世代の力強さが示された大会となりました。全国から選手 180名が集結。マスターズ世代の力強さが示された大会となりました。
　男子２人チーム戦では東京が、男子４人チーム戦では大阪が、ともに大差で優勝。女子２　男子２人チーム戦では東京が、男子４人チーム戦では大阪が、ともに大差で優勝。女子２
人チーム戦では青森が逃げ切り、女子４人チーム戦では富山が逆転で優勝を決めました。人チーム戦では青森が逃げ切り、女子４人チーム戦では富山が逆転で優勝を決めました。
　そして選手権者決定戦。男子は山中徹治（東京）がトップ通過の実力を披露し、女子は山　そして選手権者決定戦。男子は山中徹治（東京）がトップ通過の実力を披露し、女子は山
﨑明美（和歌山）がラストゲームの接戦を制して、ともに初優勝を果たしました。﨑明美（和歌山）がラストゲームの接戦を制して、ともに初優勝を果たしました。
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岩手岩手にに再結集再結集！！
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女
子
４
人
チ
ー
ム
戦

Ｂ
組
は
全
体
的
に
大
苦
戦
の
様
相
と
な
っ
た
が
、
岩
手

（
吉
田
・
鈴
木
・
菊
地
・
久
慈
）
が
唯
一
ス
コ
ア
を
２
０
０

０
台
に
乗
せ
て
前
半
を
折
り
返
し
た
。
44
ピ
ン
差
で
岩
手
を

追
っ
て
い
た
兵
庫
（
久
米
・
山
田
・
塩
口
・
中
上
）
は
後
半

２
０
４
４
と
し
、
逆
転
し
て
Ｂ
組
ト
ッ
プ
で
終
え
た
。

Ａ
組
で
は
、
前
半
は
愛
知
（
桐
生
・
今
井
・
花
井
・
中

西
）
が
２
０
５
４
、
青
森
（
奥
﨑
・
武
市
・
中
村
・
鳥
谷

部
）
２
０
４
９
と
、
Ｂ
組
上
位
を
上
回
る
ス
コ
ア
を
マ
ー

ク
。
富
山
（
常
木
・
能
登
・
川
西
・
山
本
）
は
愛
知
と
62
ピ

ン
差
の
４
位
で
折
り
返
し
た
が
、
後
半
は
大
き
く
ス
コ
ア
を

伸
ば
し
て
２
２
５
０
。
ト
ー
タ
ル
４
２
４
２
で
逆
転
の
上
、

２
位
に
大
差
を
つ
け
て
優
勝
を
果
た
し
た
。

男
子
選
手
権
者
決
定
戦

２
人
チ
ー
ム
戦
と
４
人
チ
ー
ム
戦
で
の
個
人
ス
コ
ア
合
計

上
位
24
名
が
選
手
権
者
決
定
戦
へ
進
出
。
ゼ
ロ
ス
タ
ー
ト
の

６
ゲ
ー
ム
決
戦
で
個
人
の
王
座
を
争
う
。

ト
ッ
プ
通
過
の
山
中
徹
治
（
東
京
）
は
、
前
半
２
５
８
・

２
４
８
・
２
５
８
の
見
事
な
ス
コ
ア
メ
イ
ク
で
７
６
４
と
し

た
。
２
位
に
は
前
回
優
勝
者
の
竹
内
隆
司
（
兵
庫
）
が
34
ピ

ン
差
で
続
い
た
。

後
半
に
入
り
、
優
勝
経
験
者
の
梅
田
久
徳
（
三
重
）
が
追

い
上
げ
て
き
た
が
、
山
中
は
動
じ
ず
。
最
終
ゲ
ー
ム
に
２
５

５
を
打
つ
と
、
後
半
だ
け
で
も
ト
ッ
プ
の
ス
コ
ア
で
他
を
圧

倒
し
た
。女

子
選
手
権
者
決
定
戦

岡
里
美
（
石
川
）
は
前
半
６
２
３
。
た
だ
ひ
と
り
６
０
０

Ｕ
Ｐ
し
た
だ
け
で
な
く
、
２
位
の
松
村
佳
美
（
和
歌
山
）
に

は
61
ピ
ン
差
を
つ
け
て
抜
け
出
し
た
。
岡
は
後
半
に
入
り
４

ゲ
ー
ム
目
も
１
９
５
と
し
た
が
、
ラ
ス
ト
２
ゲ
ー
ム
が
振
る

わ
ず
。
３
位
で
折
り
返
し
た
山
﨑
明
美
（
和
歌
山
）
は
２
０

０
Ｕ
Ｐ
を
２
ゲ
ー
ム
続
け
る
と
、
最
終
ゲ
ー
ム
を
前
に
11
ピ

ン
差
ま
で
迫
っ
た
。
最
後
は
１
９
４
に
ま
と
め
た
山
﨑
が
逆

転
で
優
勝
を
果
た
し
た
。

女
子
２
人
チ
ー
ム
戦

Ａ
組
は
前
半
青
森
Ａ
（
奥
﨑
・
鳥
谷
部
）
が
４
０
０
台
連

発
で
１
１
７
０
と
し
、
２
位
の
三
重
Ａ
（
吉
川
・
山
本
）
に

88
ピ
ン
差
を
つ
け
た
。
後
半
は
愛
知
Ａ
（
桐
生
・
中
西
）
が

追
い
上
げ
て
き
た
が
、
青
森
Ａ
は
40
ピ
ン
差
で
首
位
を
守

り
、
Ｂ
組
の
結
果
を
待
っ
た
。

そ
の
Ｂ
組
で
は
、
岩
手
Ｂ
（
吉
田
・
菊
地
）
が
前
半
１
１

３
４
と
し
、
地
元
の
期
待
を
集
め
た
。
し
か
し
後
半
は
思
う

よ
う
に
ス
コ
ア
を
伸
ば
せ
ず
、
２
位
で
終
了
。
青
森
Ａ
の
優

勝
が
決
定
し
た
。

男
子
４
人
チ
ー
ム
戦

４
人
チ
ー
ム
戦
は
、
Ｂ
組
の
チ
ー
ム
が
先
に
競
技
を
行
っ

た
。
大
阪
（
長
島
・
有
賀
・
新
山
・
松
井
）
が
序
盤
か
ら
８

５
４
・
８
９
８
と
ビ
ッ
グ
ゲ
ー
ム
を
マ
ー
ク
し
て
前
半
２
５

１
８
。
２
位
の
千
葉
（
谷
川
・
土
屋
・
増
田
・
野
澤
）
は
60

ピ
ン
差
に
つ
け
た
。
後
半
大
阪
は
ロ
ー
ゲ
ー
ム
で
も
７
９
６

に
ま
と
め
る
好
投
で
千
葉
を
振
り
切
っ
た
。

大
阪
の
４
９
７
６
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
Ａ
組
が
ス
タ
ー
ト
。

神
奈
川
（
宮
戸
・
田
野
・
押
切
・
斎
藤
）
は
２
ゲ
ー
ム
目
の

９
０
５
を
活
か
し
て
前
半
２
４
５
８
と
し
た
。
後
半
も
全
ゲ

ー
ム
８
０
０
Ｕ
Ｐ
と
し
た
が
、
ト
ー
タ
ル
は
４
９
１
５
で
逆

転
は
な
ら
ず
。
大
阪
が
逃
げ
切
る
か
た
ち
と
な
っ
た
。

男
子
２
人
チ
ー
ム
戦

全
６
種
目
の
ス
タ
ー
ト
を
飾
っ
た
の
は
男
子
２
人
チ
ー
ム

戦
。
２
つ
の
組
に
分
か
れ
て
、
６
ゲ
ー
ム
通
し
で
競
技
を
行

っ
た
。

Ａ
組
の
前
半
、
東
京
Ａ
は
山
中
が
７
３
６
、
松
原
が
７
３

４
を
マ
ー
ク
。
１
４
７
０
の
高
ス
コ
ア
で
、
２
位
の
福
島
Ａ

（
中
田
・
垣
内
）
に
１
５
９
ピ
ン
差
を
つ
け
た
。
後
半
に
入

っ
て
も
東
京
Ａ
は
毎
ゲ
ー
ム
プ
ラ
ス
を
大
き
く
上
乗
せ
し
て

１
３
０
５
。
大
会
記
録
に
は
わ
ず
か
１
ピ
ン
届
か
な
か
っ
た

が
、
ト
ー
タ
ル
２
７
７
５
と
し
て
Ｂ
組
の
チ
ー
ム
に
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
か
け
た
。

翌
日
に
行
わ
れ
た
Ｂ
組
で
は
、
埼
玉
Ａ
（
滝
川
・
大
竹
）

が
前
半
１
３
９
９
で
折
り
返
し
た
が
、
後
半
は
伸
ば
せ
ず
に

三
重
Ａ
（
飯
田
・
梅
田
）
が
逆
転
。
し
か
し
優
勝
は
東
京

Ａ
。
三
重
Ａ
に
１
９
１
ピ
ン
差
を
つ
け
て
の
圧
勝
だ
っ
た
。

の
大
会
だ
が
、
競
技
者
の

年
齢
層
が
幅
広
い
ボ
ウ
リ

ン
グ
は
45
歳
以
上
が
出
場

で
き
る
。

１
チ
ー
ム
４
名
編
成

で
、
２
人
チ
ー
ム
戦
と
４

人
チ
ー
ム
戦
は
人

数
×
６
ゲ
ー
ム
の

ト
ー
タ
ル
ス
コ
ア

で
順
位
を
争
う
。
選
手
権

者
決
定
戦
に
は
２
種
目
の

個
人
ス
コ
ア
上
位
24
名
が

進
出
し
、
６
ゲ
ー
ム
の
ト

ー
タ
ル
ピ
ン
で
順
位
を
決

定
す
る
。

日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ

ー
ズ
は
競
技
志
向
の
高
い

マ
ス
タ
ー
ズ
世
代
（
中
高

年
）
を
対
象
と
し
た
総
合

ス
ポ
ー
ツ
大
会
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

２
０
２
０
年
、
２
０
２
１

年
と
２
年
連
続
で
中
止
と

な
り
、
今
回
３
年
ぶ
り
の

開
催
と
な
っ
た
。

多
く
の
競
技
が
35
歳
以

上
を
対
象
と
し
て
い
る
こ

日本スポーツマスターズ２０２２ ボウリング競技 成績表

第２位の梅田久徳
（三重）

第３位の道林政広
（兵庫）

第８位の佐古浩一
（岡山）

第７位の髙橋俊幸
（北海道）

第６位の滝本宗彦
（北海道）

第５位の竹内隆司
（兵庫）

第４位の成田公教
（青森）

第８位の桐生由紀子
（愛知）

第７位の馬場初美
（大分）

第６位の鳥谷部エイ子
（青森）

第５位の松村佳美
（和歌山）

第４位の今井佳子
（愛知）

第３位の井出由紀子
（東京）

第２位の岡里美
（石川）

第８位の北海道Ａ第７位の岡山Ａ第６位の福島Ａ第５位の兵庫Ａ第４位の北海道Ｂ第３位の埼玉Ａ第２位の三重Ａ

第７位の三重Ａ第６位の静岡Ａ第５位の兵庫Ａ第４位の埼玉Ｂ第３位の愛知Ａ第２位の岩手Ｂ

第８位の愛知第７位の東京第６位の長崎第５位の青森

第４位の兵庫第３位の千葉第２位の神奈川

第３位の愛知第２位の福島

第８位の京都第７位の大分第６位の和歌山第５位の青森第４位の兵庫

男子２人チーム戦

男子４人チーム戦

男子選手権者決定戦

開
会
式
で
あ
い
さ
つ
す
る

北
川
薫
会
長

開
会
式
で
あ
い
さ
つ
す
る

岩
手
県
連
盟
富
谷
行
雄
会
長

女子選手権者決定戦

女子２人チーム戦

女子４人チーム戦

第８位の宮城Ｂ
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儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

協
会
会
員
・
非
会
員
問
わ
ず
参
加

可
能
で
す
。

【
秋
田
会
場
】

期
日

２
０
２
２
年
12
月
10
日
㈯

会
場

仙
北
フ
ァ
ミ
リ
ー
ボ
ウ
ル

（
公
競
№
１
０
５
‐
０
２
７
）

【
岩
手
会
場
】

期
日

２
０
２
２
年
12
月
11
日
㈰

会
場

盛
岡
ス
タ
ー
レ
ー
ン
（
公

競
№
１
０
３
‐
０
１
７
）

こ
の
事
業

は
ス
ポ
ー
ツ

振

興

く

じ

(

ｔ
ｏ
ｔ
ｏ)

の
助
成
を
受

け
て
開
催
し

ま
す
。

上
達
の
ポ
イ
ン
ト
を
丁
寧
に
探

り
、
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。
両

会
場
と
も
全
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ

ー
ム
メ
ン
バ
ー
の
渡
辺
莉
央
選
手

（
群
馬
）
が
レ
ッ
ス
ン
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
あ
と
２
回
、
12
月
に

秋
田
と
岩
手
で
開
催
し
ま
す
。
参

加
申
込
は
11
月
開
始
予
定
で
す
。

全
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
下

地
賀
寿
守
監
督
の
出
張
特
別
レ
ッ

ス
ン
「
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
」
。
９
月

17
日
㈯
は
長
野
・
ヤ
ン
グ
フ
ァ
ラ

オ
（
公
競
№
１
１
７
‐
０
１
６)



18
日
㈰
は
埼
玉
・
新
狭
山
グ
ラ
ン

ド
ボ
ウ
ル
（
公
競
№
１
１
１
‐
０

３
０
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た

（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
）
な
ど
、
世
界

選
手
権
や
Ｐ
Ｂ
Ａ
で
も
活
躍
す
る

名
選
手
が
就
任
。
山
下
氏
は
シ
ャ

リ
ン
・
ズ
ル
キ
フ
リ
氏
（
マ
レ
ー

シ
ア
）
と
と
も
に
ア
ジ
ア
地
域
か

ら
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
か
ら

の
ア
ス
リ
ー
ト
委
員
へ
の
選
出
は

初
め
て
で
す
。

世
界
ボ
ウ
リ
ン
グ
連
盟
（
Ｉ
Ｂ

Ｆ
）
の
ア
ス
リ
ー
ト
委
員
に
、
元

全
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
メ
ン

バ
ー
で
協
会
国
際
委
員
会
委
員
の

山
下
知
且
氏
（
長
崎
）
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

Ｉ
Ｂ
Ｆ
ア
ス
リ
ー
ト
委
員
会

は
、
ア
ジ
ア
・
ア
メ
リ
カ
・
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
・
ア
フ
リ
カ
の
各
地
域
か

ら
、
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
男

女
各
１
名
の
選
手
代
表
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
る
委
員
会
で
す
。

委
員
長
に
は
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ラ

ヴ
ォ
ア
氏
（
カ
ナ
ダ
）
、
副
委
員

長
に
は
オ
ス
ク
・
パ
レ
ル
マ
氏

▽
山
梨
県

尾
形
恵
（
連
盟
会

長
）
、
鷹
野
進
（
同
理
事
長
）

▽
静
岡
県

深
澤
陽
一
（
連
盟

会
長
）
、
良
知
淳
行
（
同
副
会

長
）
、
深
澤
智
秀
（
同
理
事

長
）
、
山
下
素
弘
（
同
副
理
事

長
）
、
長
澤
孝
之
同
、
板
垣
幸

吉
、
山
西
利
明
、
板
垣
愛
子

▽
奈
良
県

米
田
忠
則
（
連
盟

会
長
）
、
荒
木
猛
（
同
副
会

長
）
、
山
中
俊
明
（
同
理
事

長
）

▽
島
根
県

黒
光
秀
尊
（
連
盟

理
事
長
）
、
林
田
尚
恵
（
同
副

理
事
長
）
、
吉
岡
伸
義
、
江
戸

泰
之
、
江
戸
敦
美

〈
順
不
同
・
敬
称
略
〉

▽
東
京
都

田
原
庄
治
（
連
盟

副
会
長
）
、
齋
藤
良
太
郎
（
Ｊ

Ｂ
Ｃ
専
務
理
事
兼
事
務
局
長)



髙
橋
尚
代
（
Ｊ
Ｂ
Ｃ
理
事
）
、

飯
島
祥
行
（
Ｊ
Ｂ
Ｃ
理
事
）
、

坂
本
り
つ
子

▽
神
奈
川
県

不
破
伸
二
（
Ｊ

Ｂ
Ｃ
常
務
理
事
、
連
盟
会
長)



永
野
勇
（
連
盟
副
会
長
）
、
三

嶋
正
志
（
Ｊ
Ｂ
Ｃ
監
事
、
連
盟

副
会
長
兼
理
事
長
）
、
石
崎
修

（
連
盟
副
会
長
）
、
木
戸
修

（
同
副
理
事
長
）
、
三
森
秀
人

同
、
村
上
武
男
、
中
尾
了

【
特
別
法
人
会
員
】

▽
石
川
県

株
式
会
社
髙
田
組

（
代
表
取
締
役
髙
田
直
人
）

▽
島
根
県

株
式
会
社
出
雲
会

館
（
代
表
取
締
役
今
岡
余
一

良
）
、
し
ん
じ
湖
ボ
ウ
ル
（
支

配
人
鍛
冶
正
紀
）

【
特
別
個
人
会
員
】

▽
山
形
県

吉
村
和
武
（
連
盟

会
長
）
、
石
黒
覚
（
同
副
会

長
）
、
小
野
仁
同
、
齋
藤
俊
一

郎
同
、
石
塚
賢
二
（
同
副
会
長

兼
理
事
長
）
、
佐
藤
智
（
同
副

理
事
長
）

▽
10
月
21
日
㈮
～
23
日
㈰

第
13

回
東
日
本
シ
ニ
ア
選
手
権
大
会

長
野
・
ヤ
ン
グ
フ
ァ
ラ
オ

▽
10
月
21
日
㈮
～
23
日
㈰

第
13

回
西
日
本
シ
ニ
ア
選
手
権
大
会

岡
山
・
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ボ
ウ
ル

▽
10
月
22
日
㈯
～
23
日
㈰

U22
Fukuoka

2022
Japan

Bowling
Tournament

sponsored
by

S
TORM

福
岡
・
仲
原
Ｊ
ボ
ウ
ル

▽
10
月
29
日
㈯
～
31
日
㈪

ジ
ュ

ニ
ア
ジ
ャ
パ
ン
選
抜
選
手
強
化
合

宿

静
岡
・
Ｄ
Ｈ
Ｃ
赤
沢
ボ
ウ
ル

▽
11
月
３
日
（
木
・
祝
）
～
６
日

㈰

第
51
回
全
国
都
道
府
県
対
抗

選
手
権
大
会

鹿
児
島
・
サ
ン
ラ

イ
ト
ゾ
ー
ン

▽
11
月
９
日
㈬
～
15
日
㈫

第
16

回
ア
ジ
ア
シ
ニ
ア
選
手
権
大
会

マ
レ
ー
シ
ア

▽
11
月
11
日
㈮
～
13
日
㈰

第
55

回
全
日
本
新
人
選
手
権
大
会

山

形
・
山
形
フ
ァ
ミ
リ
ー
ボ
ウ
ル

▽
11
月
25
日
㈮
～
27
日
㈰

第
55

回
全
日
本
実
業
団
選
手
権
大
会

埼
玉
・
新
狭
山
グ
ラ
ン
ド
ボ
ウ
ル

▽
10
月
５
日
㈬
～
10
日
（
月
・

祝
）

第
77
回
国
民
体
育
大
会

（
い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
国
体
）

栃
木
・
足
利
ス
タ
ー
レ
ー
ン

▽
10
月
７
日
㈮

２
０
２
２
年
度

地
区
代
表
理
事
会
議

栃
木
・
あ

し
か
が
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
プ
ラ
ザ

▽
10
月
11
日
㈫

Ｊ
Ｂ
Ｃ
公
認
ド

リ
ラ
ー
有
資
格
者
研
修
会
（
義
務

研
修
会
）

群
馬
・
パ
ー
ク
レ
ー

ン
高
崎

▽
10
月
17
日
㈪
～
18
日
㈫

Ｊ
Ｂ

Ｃ
公
認
ド
リ
ラ
ー
有
資
格
者
研
修

会
（
ブ
ロ
ン
ズ
コ
ー
ス
）

神
奈

川
・
ボ
ウ
リ
ン
グ
王
国
ス
ポ
ル
ト

八
景
店

10月＆11月

〈
２
０
２
２
年
９
月
11
日
以
降
登
録
者
〉

山
下
知
且
氏
が

Ｉ
Ｂ
Ｆ
ア
ス
リ
ー
ト
委
員
に

活動する団体の枠を超えて競い合いまし
た。
従来の一般部門、シニア部門（60歳以

上）に、今回はジュニア部門（中学生以
下）が加わり、元気な雰囲気が増した大
会となりました。

2022グローバルトーナメント（ＪＢＯ
主催）が９月11日㈰に埼玉・新狭山グラ
ンドボウル（公競№111‐030）で開催さ
れました。ＪＢＯ（日本ボウリング機
構）に参画する、ＪＢＣを含む各団体か
らアマチュア選手190名が集まり、日頃

下下
地地
監監
督督
のの
ボボ
ウウ
リリ
ンン
ググ
キキ
ャャ
ララ
ババ
ンン

下
地
監
督
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
キ
ャ
ラ
バ
ン

長長
野野
＆＆
埼埼
玉玉
でで
開開
催催

長
野
＆
埼
玉
で
開
催

▽ジュニア男子 須田風海音（群 馬）1427
▽ジュニア女子 石井こころ（埼 玉）1325
▽一 般 男 子 古荘 豊（大 阪）1409
▽一 般 女 子 中島 梨沙（東 京）1307
▽シニア男子 堀内 幸治（千 葉）1380
▽シニア女子 高江洲栄子（ＮＢＦ）1250

団体の枠をこえて勝負団体の枠をこえて勝負 2022グローバルトーナメント

須田風海音 高江洲栄子堀内幸治中島梨沙古荘 豊石井こころ

下
地
監
督
（
左
）
と
渡
辺
選
手

丁
寧
な
指
導
が
好
評

(６Ｇ)

各
部
門
優
勝
者
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